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合併協定調印式
来年1月11日の新市誕生に向け、
加戸知事を中心lご手を組む4市町村長

主な内容

P2 第2固定例会
P9 給食に関するアンケー卜結果
Pl0 合併協定調印式
Pll 保健センターからのお知らせ
P12 国民年金
P13 児童手当について
P14 いんふおめーしょん
P16 地域緑化ボランティア活動 lまか
P17 人権作文ほか
P18 ルポ
P19 長浜町行政地区別懇談会ほか
P20 文芸ほか
P21 一歳ですほか
P22 戸籍・長浜嵐ほか-1-



長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
六
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
四
人
の
語
員
に
よ
る
一
船
質
問
に
引
き
続
き
、

専
決
処
分
し
た
平
成
+
五
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
号
)
の
承
認
、
平
成
十
五
年
度
長
浜

町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
十
六
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
な
ど
の
ほ
か
、

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
に
、
長
浜
町
、
大
洲
市
、
肱
川
町
、
河
辺
村
が
合
併
じ
、
新
た
に
「
大
洲
市
」

を
設
置
す
る
合
併
関
係
の
五
議
案
を
含
む
二
十
五
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
@
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
+
五
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
練
越
計
算
警
に
関
す
る
報
告
、
長
浜
町
土
地
開

発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
昔
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
探
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
七
件
も
す
べ

て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
口

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

ま
た

肺
門
道
の
新
設
E

改出殿町一一守に

係
る
工
事
請
負
費
な
ど

十
六
年
度
一
椴
会
計
補
正
予
算

平
成
十
六
年
ば
長
浜
町
一
般
会
計
予

算
に
一
二
億
八
千
六
百
八
十
五
万
九
千
円

が
補
正
L

さ
れ
、
予
算
総
額
は
五
十
億
八

千
五

U
八
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
沿
岸
漁
業
漁
村
振

興
構
造
改
義
事
業
費
と
し
て
、
増
養
殖

造
成
改
良
事
業
で
実
施
す
る
沖
浦
・
青

島
の
各
地
先
の
築
い
そ
造
成
事
業
に
専
一

す
る
経
費
二
千
五
一
白
二
卜
二
万
九
千
円

を
補
正
。

一
酸
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

門
土
木
費
〕
町
道
析
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
大
久
保
棟
司
か
七
路
線
の
却
設
・

改
良
等
に
係
る
工
事
請
負
費
お
よ
び
工

事
に
伴
う
物
件
移
転
補
佐
官
一
等
一
億
川

千
百
一
立
十
五
万
円
を
補
正
c

【
教
育
費
〕
相
会
教
育
総
務
費
ー
と
し
て
、

町
誌
制
さ
ん
に
係
る
費
用
弁
償
の
追
加

お
よ
び
長
浜
の
郷
土
訟
の
制
集
に
係
る

委
託
科
の
ほ
か
、
国
の
変
幻
有
形
文
化

財
と
な
う
た
末
、
水
家
対
象
住
宅
の
応
急

的
な
処
置
経
官
等
八
百
十
六
万
五
千
刊

を
補
正
c

監
輩
委
員
に
米
子
毅
氏

長
浜
町
監
査
委
員
の
米
子
毅
氏
へ
仁

久
e

L

ハ
九
)
は
、
平
成
十
六
年
六
月
二

十
七
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
に
何
度
、
同
氏
を
選
作
し
議

会
の
同
煮
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致

で
同
志
き
れ
ま
し
た
c

喜
多
郡
長
漢
町
、

同
郡
肱
川
町
及
び
同
郡
河
辺
村
の

廃
置
分
舎
に
つ
い
て

再任された米子毅監査委員

五
月
三
十
一
日
に
、
合
併
協
誌
会
委

員
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
四
市
町
村

長
が
合
併
協
定
の
調
印
を
執
行
し
た
こ

と
を
受
け
、
地
方
白
治
法
に
よ
り
平
成

十
七
年
ゐ
川
十
一

U
か
ら
大
洲
市
、
長

浜
町
、
肱
川
町
、
川
、
J
一
村
を
廃
し
、
そ

の
区
域
を
も
っ
て
、
新
た
に
九
大
洲
市
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
愛
校
県
知
事
に
申

請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
九
五
の
議
決

を
求
め
た
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

廃
量
分
合
に
伴
う
財
産
め

処
分
に
闘
す
る
協
議
に
つ
い
て
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凶
市
町
村
の
合
併
に
作
い
、
四
市
町

村
が
所
有
す
る
財
産
処
分
に
つ
い
て
、

弛
方
自
治
法
に
よ
り
、
四
市
町
村
で
協

議
し
て
、
川
山
町
吋
の
所
有
す
る
財
屈

を
す
べ
て
、
新
し
い
「
大
洲
市
」
に
帰

属
主
せ
る
と
と
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
結
果
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
c

廃
量
分
合
位
伴
う
経
遇
措
置
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

凶
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
議
会
の

議
員
の
在
任
お
よ
び
農
業
委
員
会
の
委

員
の
任
期
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
閲
す
る
法
律
に
正
づ
き
、
四

市
町
村
で
協
議
し
て
、
経
過
持
置
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
読
会
の
議
決
を

求
め
た
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
η

議
会
の
議
具
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
を
適
用

し
、
平
成
十
七
年
十
日
二
十
一
日
ま
で

引
き
続
き
、
訴
し
い
「
大
洲
市
」
の
議

員
と
し
て
在
任
し
、
農
業
委
員
九
五
の
妥

白
一
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
「
大
洲
市
」

に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
選
挙

に
上
る
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、
市
町
村

の
合
併
の
特
閃
に
関
す
る
法
律
を
組
尉



し
、
平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
ま
で
引

き
続
き
、
新
し
い
「
大
洲
市
」
の
農
業

委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在

任
す
る
も
の
で
す
。

震
置
一
分
合
に
伴
う
議
会

の
議
員
の
定
数
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

四
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
議
会
の

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

に
よ
り
、
四
市
町
村
で
協
議
し
て
、
新

し
い
「
大
洲
市
」
の
議
会
の
議
員
の
定

数
は
、
三
十
人
と
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
結
果
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

麗
置
分
合
に
伴
う
地
域

審
議
会
の
設
置
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

四
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
地
域
審

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
合

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
岡

市
町
村
で
協
議
し
て
、
合
併
前
の
四
市

町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
域
に
地
域
審
議

会
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

冒軍軍麗露量

保
育
所
の
存
続
に
つ
い
て

公
共
雄
設
の
安
全
性
に
つ
い
て

子
ど
も
議
舎
の
開
催
に
つ
い
て

質
問
:
・
現
在
、
保
育
所
が
休
闘
や
廃

止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
福
祉
や

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
各
地
の
実

情
を
踏
ま
え
存
続
す
る
考
え
は
な
い
の

カ
答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま

す。
万
全
を
期
す
よ
う
指
導

賀
閏
・
:
最
近
、
公
園
の
遊
具
等
で
の

痛
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
事
故
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
点
検
や
安
全
策
を
立
て
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
耐
震
度
調
査
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
安
全
・
安
心
は
、

富

j享

一
一
一
開
国
圏
内

住
民
生
活
の
必
須
要
件
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
が

利
用
す
る
遊
具
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

そ
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
各
地
で

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
的
な
成
長
や
生
活
と
切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い
遊
具
の
安
全
性
が
問
わ

れ
て
い
る
。

本
町
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
公
園

関
係
の
遊
具
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
か

ら
の
安
全
点
検
調
査
が
、
夏
休
み
前
と

冬
休
み
前
の
年
一
一
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
項
目
ご
と
に
調
査
を

行
い
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
、
そ
の
中
間
時
点
等

で
、
県
の
調
査
以
外
に
年
二
回
程
度
の

点
検
を
実
施
し
、
危
険
遊
具
に
つ
い
て

は
、
使
用
禁
止
対
策
を
講
じ
、
修
繕
、

撤
去
な
ど
可
及
的
な
対
応
を
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
園
の
遊
具
台
帳

に
基
づ
き
、
定
期
的
な
点
検
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
、
点
検
方
法
お
よ
び
点

検
項
目
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
遊

具
の
良
・
不
良
を
調
査
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
作
業
等
で
公
園
へ
出
向

い
た
時
に
も
、
極
力
点
検
す
る
よ
う
指

示
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

保
育
所
関
係
の
遊
具
等
に
つ
い
て
は
、

去
る
四
月
に
、
す
べ
て
の
遊
具
等
の
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
内
容
は
、

目
視
、
ハ
ン
マ
ー
打
刻
に
よ
る
異
常
音

の
有
無
等
の
点
検
で
、
補
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
遊
具
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
補
修
等
の
適
切
な
安
全
対
策

を
講
じ
て
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す

よ
う
指
導
し
て
お
り
、
ま
た
、
遊
具
の

使
用
時
に
は
、
安
全
を
確
か
め
て
使
用

す
る
よ
う
に
指
示
も
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

学
校
関
係
の
遊
具
等
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
校
長
会
等
機
会

あ
る
た
び
に
、
使
用
時
の
安
全
一
確
認
、

定
期
点
検
を
行
う
よ
う
に
指
導
徹
底
を

お
願
い
し
て
事
故
防
止
と
安
全
管
理
に

努
め
て
い
る
。

遊具で遊ぶ子どもたち(環境緑地:資料写真)

こ
の
よ
う
に
、
可
能
な
限
り
の
安
全

対
策
は
と
っ
て
い
る
が
、
利
用
す
る
う

え
で
の
注
意
を
十
分
に
利
用
者
自
身
に

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

建
築
物
の
耐
震
改
修
に
関
す
る
耐
震

度
調
査
の
う
ち
、
特
に
、
学
校
関
係
施

設
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
耐
震
化

優
先
度
調
査
の
取
り
扱
い
に
基
づ
き
、

新
耐
震
基
準
施
行
の
昭
和
五
十
六
年
以

前
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
ム
7

年
度
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
、
今
後
改
修
を
順
次
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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可
能
か
ど
う
か
研
究
を

質
問
i
若
い
ア
イ
デ
ア
を
町
づ
く
り

に
反
映
し
、
将
来
の
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
ろ
う
と
思
う
の
で
、
小
中
学
生
を

対
象
に
し
た
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
た

ら
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長

)
i
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
平
成
元
年
と
二
年
に
、
中
央
公

間
出
道
一
一
一
七
八
号
崩
落
事
故

に
伴
う
迂
同
国
路
(
間
道
)

の
整
備
に
つ
い
て

西
田
出
問
一
陣
震
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

協
力
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
検
討
を

賀
開
・
冒
・
今
回
の
国
道
三
七
八
号
崩
落

事
故
に
伴
い
、
迂
回
路
と
し
て
の
町
道

の
整
備
を
早
急
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
本
国
道
は
、
夕
日

の
美
し
い
「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
ま
た
、
四
国
と

九
州
を
最
短
で
結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
重

民
館
で
「
ふ
る
さ
と
長
浜
づ
く
り
二
十

一
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
の
あ
る
発
想
等
を
く
み
上
げ
、

今
後
の
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
、
町
内
の
小
学
校
六
年
生

を
対
象
に
し
て
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
ら

し
い
率
直
な
夢
や
鋭
い
意
見
等
も
出
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
町
村

合
併
ま
で
に
六
カ
月
余
り
の
期
間
し
か

日

吉
岡

一
平
職
国
圏
内

昭山

友

要
な
国
道
で
あ
る
と
と
も
に
沿
線
住
民

の
日
常
生
活
や
産
業
振
興
圃
文
化
交
流

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
重
要
路
線

で
も
あ
る
。
本
国
道
は
伊
予
市
か
ら
保

内
町
の
聞
の
一
次
改
築
は
、
ほ
ほ
完
了

し
た
が
、
沖
浦
か
ら
須
沢
の
間
は
未
だ

に
、
急
カ

l
プ
が
連
続
し
視
距
は
短
く

歩
道
も
未
設
置
な
個
所
と
し
て
、
安
全

で
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
う
え
で
課
題

の
残
さ
れ
た
区
間
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
喜
多
郡
町
村
議
会

な
く
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
年
度

途
中
で
も
あ
り
、
ま
た
、
年
同
行
事
が

か
な
り
前
倒
し
で
計
画
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
も
あ
る
の
で
、
取
り
組
み
が
可
能

か
ど
う
か
学
校
、
教
育
委
員
会
、
議
会

の
皆
さ
ん
の
研
究
・
検
討
を
お
願
い
し

た
い
と
思
う
。

議
員
大
会
で
も
抜
本
的
改
築
に
つ
い
て

陳
情
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
私
と

し
て
も
市
町
村
の
知
事
陳
情
等
で
機
会

あ
る
ご
と
に
二
次
改
築
を
進
め
て
い
た

だ
き
、
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全
で
円

滑
な
交
通
の
確
保
が
凶
ら
れ
、
よ
り
一

層
質
の
高
い
国
道
と
な
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
国
道
を
補
完
す
る
町
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
整
備

は
さ
れ
て
い
る
が
、
地
形
的
な
制
約
か

ら
急
カ

1
ブ
の
連
続
と
急
勾
配
で
視
距

が
悪
く
、
幅
員
の
狭
い
個
所
が
多
い
の

が
実
状
で
あ
る
。

今
回
の
崩
落
事
故
で
は
、
迂
回
路
は

指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
沿
線
住

民
の
国
道
利
用
者
は
、
町
道
須
沢
e

櫛

生
線
お
よ
び
町
道
須
沢
・
込
ノ
奥
線
を

大
半
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
国
道
と
町
道
で
は
道
路
構
造
令
等
改

片側交互通行力ず続く崩落現場

良
に
係
る
基
本
的
な
整
備
規
格
に
相
違

が
あ
り
、
国
道
の
機
能
を
充
足
す
る
代

替
的
町
道
の
改
良
は
で
き
な
い
が
、
現

在
町
道
須
沢
圃
込
ノ
奥
線
に
つ
い
て
は

鋭
意
改
良
中
で
あ
り
、
町
道
須
沢
・
櫛

生
線
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地

元
住
民
お
よ
び
地
権
者
の
協
力
が
得
ら

れ
る
な
ら
ば
、
安
全
で
快
適
な
道
と
し

て
地
域
に
寄
与
す
べ
く
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
白
紙
の
状
態

賞
問
・
:
西
田
町
政
も
三
期
十
二
年
に

な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
町
民

の
声
を
よ
く
聞
く
な
ど
し
て
、
迅
速
に

対
応
さ
れ
て
い
る
。
合
併
後
の
新
市
建

設
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
西

田
町
長
が
最
適
任
者
だ
と
思
う
が
、
町

長
の
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
(
可
長
)
:
本
定
例
会
に
お
い

て
、
合
併
に
関
す
る
議
案
を
上
程
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
議
員
各
位
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
一
市
二
町
一
村
の
合

併
が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。
国
・
地
方

自
治
体
の
財
政
悪
化
と
社
会
構
造
の
変

化
に
よ
り
、
現
実
的
対
応
と
し
て
、
合

併
の
選
択
を
私
た
ち
は
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
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関
係
市
町
村
に
よ
る
合
併
協
議
会
も
、

一
年
半
を
か
け
て
協
議
を
重
ね
て
、
新

た
な
大
洲
市
に
夢
と
希
望
を
託
し
た
わ

け
で
あ
る
。
新
し
い
大
洲
市
に
は
、
新

市
建
設
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
、
合
併
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
一
方
、
南
予

地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
経
済
・
文
化

の
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
新
市

が
円
滑
に
動
き
出
す
た
め
に
は
、
新
市

民
の
信
頼
と
行
政
と
議
会
の
建
設
的
な

運
営
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
各
位
に
は
、
市
会
議
員
と
し
て
市

民
の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
私
が
、
今
回
、
他
の
合
併
し
た

地
域
の
新
市
長
や
議
員
の
選
挙
報
道
を



見
る
と
き
に
、
非
常
に
気
に
か
か
る
こ

と
は
、
地
域
聞
の
争
い
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
た
な

枠
組
み
が
で
き
て
、
無
理
な
と
こ
ろ
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
合
併
し
て
新

し
い
大
洲
市
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
く

の
新
た
な
市
民
の
期
待
に
応
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
行
政

運
営
を
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
合
併

後
の
選
挙
に
お
い
て
、
地
域
の
感
情
と

い
う
も
の
が
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
こ
と
が
後
に
尾
を
引
く
こ
と
が
非
常

に
新
た
な
市
の
運
営
に
お
い
て
マ
イ
ナ

ス
要
素
を
作
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

懸
念
を
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
有
権

者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
う
え
で
選
挙

が
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、
願
う
と
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
新
し
い
大
洲
市
民
の
中

で
、
立
派
な
方
が
立
候
補
さ
れ
選
ば
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。

私
自
身
の
町
長
失
職
後
の
身
の
振
り

方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る

間
も
な
く
、
全
く
の
白
紙
の
状
態
で
あ

る
。
今
後
に
お
い
て
、
同
志
の
皆
さ
ん

と
い
ろ
い
ろ
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
自
ら
自
分
の
道
の
判
断
を
し

て
い
き
、
今
ま
で
町
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
経
緯
か
ら
、
皆
さ
ん
に
申
し
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、

時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

自
治
会
制
度
に
つ
い
て

観
光
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

中
学
校
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

独
自
の
判
断
で
運
営
を

賞
閏
・
:
自
治
会
制
度
に
つ
い
て
、
地

区
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
の

ほ
か
、
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
カ
。ま
た
、
区
長
会
と
公
民
館
制
度
の
接

点
、
組
み
合
わ
せ
等
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。最
後
に
、
参
考
と
な
る
活
動
を
し
て

い
る
事
例
が
あ
れ
ば
紹
介
い
た
だ
き
た

L
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答
弁
(
町
長
)

j
今
回
、
実
施
し
た

各
地
区
の
公
民
館
で
の
説
明
会
は
、
来

年
一
月
十
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
四

市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
行
政
規
模
が

大
き
く
な
る
新
大
洲
市
を
念
頭
に
、
本

町
の
各
地
域
や
区
域
が
自
立
を
指
向
し

思
っ
て
い
る
。

失

轟

時
一
一
隅
田
圏
内

間

た
足
腰
の
強
い
強
同
な
自
治
組
織
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
一
定

の
権
限
を
共
有
で
き
る
白
治
会
を
創
設

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
案
件
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
各
地

区
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
、
各
公
民
館
長
さ
ん
の
ご
好
意
に

よ
り
臨
時
運
営
審
議
委
員
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
、
五
月
十
二
日
の
長
浜
公

民
館
を
皮
切
り
に
、
町
内
十
一
地
区
の

公
民
館
で
、
担
当
参
事
に
よ
る
説
明
と

併
せ
て
、
各
運
営
審
議
委
員
さ
ん
か
ら

の
意
見
圃
要
望
等
を
拝
聴
し
創
設
の
糧

と
す
る
た
め
、
担
当
参
事
を
通
じ
説
明

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
る
。各
公
民
館
で
伺
っ
た
意
見
・
要
望
等

に
つ
い
て
は
、
担
当
参
事
か
ら
そ
の
概

一
要
を
聞
い
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
う
ち
、

特
筆
す
べ
き
要
点
に
つ
い
て
説
明
を
す

る
と
、
ま
ず
、
意
見
や
提
言
の
中
に
は
、

「
公
民
館
、
区
長
会
、
各
種
団
体
を
統

廃
合
し
、
組
織
の
一
本
化
を
阿
る
べ
き

で
あ
る
。
ι

「
自
治
会
は
、
公
民
館
が
主

体
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
」
「
補
助
金
の

配
分
は
、
各
自
治
会
問
で
金
額
に
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。
」
な
ど
、

自
治
会
設
立
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
貴

重
な
意
見
の
ほ
か
、
「
自
治
会
の
設
立

に
伴
い
、
地
域
出
身
の
職
員
を
配
置
し

て
ほ
し
い
。
」
等
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

な
お
、
制
度
化
の
後
に
は
、
事
業
の

名
称
を
「
地
域
自
治
確
立
事
業
」
と
し

て
発
足
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
七
月
中
旬
か

ら
開
催
予
定
の
「
行
政
地
区
別
懇
談
会
」

で
、
私
か
ら
直
接
、
町
民
の
品
目
さ
ん
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

次
に
、
公
民
館
、
医
長
会
制
度
と
の

接
点
・
組
み
合
わ
せ
等
は
な
い
の
か
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
町
議
会
定
例
会
で
も
述

べ
て
い
る
が
、
今
回
、
設
立
し
よ
う
と

し
て
い
る
自
治
会
は
、
ま
ず
、
各
地
医

の
公
民
館
と
区
長
会
の
各
支
部
が
中
核

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、

一
定
の
権
限
を
持
っ
た
独
立
し
た
自
治

会
組
織
の
確
立
を
考
え
て
お
り
、
各
公

民
館
、
区
長
会
各
支
部
に
お
い
て
は
今

ま
で
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
範
閲
内
で

の
役
割
や
権
能
を
持
っ
た
事
務
事
業
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
参
考
と
な
る
活
動
を
し
て

い
る
先
進
地
の
事
例
を
、
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
私
が
当
初
、
地
域
の
自
立
を

念
頭
に
各
地
域
に
お
け
る
自
治
会
組
織

の
設
立
を
考
え
た
と
き
に
、
組
織
の
構

成
や
補
助
金
の
交
付
過
程
等
で
の
違
い

は
あ
る
も
の
の
全
国
的
に
は
数
例
確
認

し
て
い
る
。
身
近
な
事
例
と
し
て
は
、

当
時
、
県
内
は
も
と
よ
り
四
国
内
で
も

最
初
に
自
治
会
制
度
を
確
立
さ
れ
た
内

子
町
で
あ
る
。
内
子
町
で
は
、
平
成
十

四
年
四
月
に
地
域
の
確
立
を
目
指
し
制

度
の
確
立
運
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
関
係
市
町
村
で
は
、
肱

川
町
が
内
子
町
の
自
治
会
制
度
を
参
考

に
、
各
公
民
館
を
主
体
と
し
た
自
治
会

に
よ
り
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

運
用
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
隣
接

す
る
保
内
町
に
お
い
て
は
、
八
幡
浜
市

と
の
合
併
に
伴
い
、
ふ
る
さ
と
創
生
資

金
一
億
円
の
一
部
約
八
千
万
円
を
、
町

内
の
二
十
七
自
治
会
(
行
政
区
)
単
位

5-



に
百
万
円
を
基
礎
金
額
と
し
、
ム
叶
一
帯

当
た
り
一
万
三
千
円
を
上
乗
せ
す
る
補

助
全
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
各

自
治
会
で
の
補
助
金
の
市
造
は
、
防
災

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
振
判
、
環
境
整
備
等

が
巾
心
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
進
め
て
い
る

自
治
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

自
立
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ヤ
地

区
が
独
自
の
判
断
で
自
治
会
を
運
営
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
本
分
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

最
善
を

く
し
た
い

質
問
;
本
町
の
す
ば
ら
し
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
也
、
あ
る
山
何
度
は
人
の
手
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
今

後
ど
う
い
っ
た
事
業
を
展
開
さ
れ
る
の

か
。
合
併
を
控
え
、
明
確
に
打
ち
出
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
c

叶
合
弁
(
町
長
)
:
町
内
に
は
県
ド
有

数
と
い
わ
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
、

潜
字
的
な
も
の
ま
で
数
多
く
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
あ
る
程
度
手
を
加
え

る
三
と
に
よ
っ
て
光
柿
く
も
の
、
ま
た
、

手
を
入
れ
な
い
方
が
よ
い
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
二
一
一
日
で
観
光
と
い
っ
て
も
、
は
る

観
光
、
食
べ
る
観
光
、
遊
ぶ
観
光
、
体

験
す
る
観
光
、
散
策
す
る
観
光
、
史
跡

を
訪
ね
る
矧
尤
、
色
?
な
物
r

屋
を
買
う

観
光
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る

が
、
町
内
的
に
見
る
と
、
せ
っ
か
く
白

滝
や
長
浜
ド
人
情
を
矧
む
に
来
ら
れ
で
も

十
分
に
堪
能
し
て
い
た
ど
け
る
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
、
っ
と
、
そ

の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

私
は
、
観
光
振
興
は
、
確
か
に
、
行

政
の
力
が
大
き
い
こ
と
を
否
定
し
な
い

が
、
住
民
の
ケ
は
、
よ
り
以
上
に
大
き

い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
百
め
な
い
と
考

え
て
い
る
に

内
下
町
は
、
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン

う
ち
こ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
素
晴
ら

し
い
町
一
一
つ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
。
平
成

十
五
年
度
の
観
光
入
り
込
み
客
数
は
約

五
卜
三
万
五
千
人
で
、
そ
の
消
費
額
は

十
二
億
五
千
万
円
と
聞
い
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
行
政

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ

た
成
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
双

海
町
で
は
、
入
り
込
み
容
が
約
六
十
一

万
六
千
人
で
約
三
信
一
二
千
万
円
の
消
費

額
の
土
、
つ
で
あ
り
、
「
辺
の
駅
」
へ
の

立
ち
寄
り
容
が
な
す
い
の
で
は
な
い
か
と

忠
わ
れ
る
c

合
併
を
控
え
、
観
光
事
業
の
展
開
の

道
筋
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
、
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
長
浜
大
橋
付
近
に
つ
い

て
は
、
河
川
整
備
の
関
係
で
状
況
が
一

変
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
事
業
と
本
町
の
町
、
つ
く
り
の
整
合

を
図
り
、
抜
本
龍
馬
と
一
殺
の
あ
る
江
湖

や
橋
詰
め
の
整
備
、
赤
橋
見
学
の
ス
ポ
ッ

ト
の
整
備
な
ど
を
視
野
に
検
討
し
て
い

る
ほ
か
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
保

存
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園
に
つ

い
て
も
、
過
疎
代
行
事
業
に
よ
る
道
路

の
整
備
に
伴
っ
て
、
多
く
の
調
光
客
ら

に
訪
れ
で
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
向
滝
や
沖
浦
閥
音
に
つ

い
て
も
、
過
去
、
ふ
る
さ
と
マ
つ
く
り
特

別
対
策
事
業
で
遊
歩
近
は
も
と
よ
り
ト

イ
レ
の
牲
備
な
ど
も
進
め
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

合
併
後
は
、
全
て
の
観
光
事
業
を
新

市
に
引
き
継
ぐ
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

木
町
に
今
後
、
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

地
域
住
民
の
意
識
と
「
や
る
気
」
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
ご
現
在
、
目
治
組

織
づ
く
り
に
つ
い
て
地
域
ご
と
に
検
討

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

観
光
資
源
を
い
か
に
生
か
し
て
い
く
か

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
本
盤
と
す
る
地
域

づ
く
り
の
生
命
線
で
あ
り
、
長
浜
観
光

の
柱
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

当
然
、
町
行
政
と
し
て
も
、
観
光
の

道
筋
を
付
け
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
支
慌
を

L
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

白
滝
公
聞
の
老
朽
施
設
撤
去
設
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
間
治
協
会
と
し
て
も
、

地
元
関
係
者
を
メ
イ
ン
と
し
た
検
討
委

員
会
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

地
域
と
し
て
十
分
に
検
討
い
た
だ
き
、

滝
が
生
か
せ
人
の
パ
ワ
ー
が
生
き
る
検

討
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
考

〉
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
道
路
が
培
備
さ
れ
、

交
通
量
が
増
え
、
そ
の
人
た
ち
が
町
内

各
所
へ
立
ち
寄
り
、
そ
の
と
き
に
町
民

の
方
々
が
索
内
を
し
、
何
か
卜
f

性
物
が

あ
り
、
食
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
い
っ

た
観
光
循
環
、
相
乗
効
果
が
完
揮
で
き

る
町
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る。
町
民
の
方
が
菜
の
花
や
ア
ジ
サ
イ
な

ど
を
杭
え
ら
れ
る
こ
と
、
道
路
の
草
を

刈
ら
れ
る
こ
と
、
新
鮮
な
も
の
を
直
売

所
で
販
売
す
る
こ
と
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
の
全
て
が
観
光
仁
川
山

ぴ
付
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
宇
業
で

も
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
最
終
的
に
は
、
交
流
人
口
の
増
大

に
は
観
光
が
地
域
の
核
と
な
り
、
町
、
う

く
り
と
連
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
残
す
と
こ
ろ
約
七
カ

月
で
、
こ
れ
ら
の
道
筋
を
確
立
す
る
と

と
は
至
斯
な
こ
と
で
あ
る
が
、
最
善
を

尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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以
上
が
楽
し
い

質
問
E

E

・
長
浜
中
学
校
で
学
校
給
食
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
生
徒
や
保
護
者
の

感
想
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
元
食
材
、

地
元
雇
用
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
建
設
、
平
成

十
六
年
度
実
胞
に
向
け
て
進
め
て
き
た

も
の
で
あ
る
c

給
食
施
設
も
立
派
に
七

成
L
、
山
口
か
ら
は
愛
媛
県
よ
り
栄
養4月30白スタートした学校給食



上
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
。
給
食
調

理
山
手
業
務
に
つ
い
て
は
、
害
託
と
し
、

食
材
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
町
内
で

と
考
え
、
物
資
調
達
説
明
会
を
聞
く
な

ど
し
て
、
給
食
実
施
に
向
け
て
諸
準
備

等
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
四
月
三
十

日
か
ら
開
始
を
し
て
い
る
。

生
徒
の
感
相
ん
で
あ
る
が
、
中
学
校
に

お
い
て
一
カ
川
経
過
後
の
先
日
、
ア
、
J

ケ
l
ト
を
実
施
し
た
の
で
、
回
答
結
果

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
自
由
に
記
入
す
る
欄
で
は
、

「
温
か
い
料
理
を
武
べ
ら
れ
る
の
で
う

れ
L
い
。
」
「
み
ん
な
と
同
ピ
も
の
が
立

べ
ら
れ
る
の
が
よ
い
。
」
「
給
食
に
な
っ

て
学
校
に
来
る
楽
し
み
が
情
に
な
っ
た
仁
」

「
嫌
い
な
も
の
も
出
て
時
々
残
す
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
少

L
ず
つ
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
」
「
給
食
当
香
ば
大
変
だ
け

ど
、
み
ん
な
と
協
力
す
る
こ
と
を
学
べ

て
よ
い
。
」
「
給
食
が
飴
ま
っ
て
母
の
苦

労
が
紙
っ
た
と
思
う
。
」
「
お
い
し
い
と

き
と
お
い
し
く
な
い
と
き
が
あ
る
。
」

「
弁
当
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
じ
な
ど
の

感
想
が
あ
っ
た
し

保
護
者
の
感
想
と
し
て
、
先
日
の
地

区
別
懇
訣
去
で
の
意
見
と
し
て
は
、

「
弁
当
と
違
い
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

食
べ
ら
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
J
「
始

ま
る
前
に
は
不
満
を
い
っ
て
い
た
が
、

始
ま
っ
て
か
ら
は
楽
し
く
食
べ
て
い
る

よ
ろ
だ
c

丈
句
は
一
つ
も
間
か
な
い
。
」

〔
弁
当
な
ど
で
ほ
残
し
て
い
た
が
、
今

で
は
全
部
食
べ
る
よ
う
に
な
り
よ
か
っ

た
。
」
「
量
に
つ
い
て
、
男
子
に
と
っ
て

は
や
や
少
な
く
、
女
子
に
と
ツ
て
は
多

い
よ
う
で
あ
ヴ
ベ
」
ま
た
、
味
が
薄
い
、

濃
い
な
ど
の
個
人
差
の
古
氾
の
ほ
か
、

「
子
ど
も
は
弁
当
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

反
対
に
親
は
給
食
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
」

な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
に

地
一
月
食
材

-
M
用
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
五
十
九
の
町
内
小
売
り
業
者
に
案

内
を
し
、
給
食
開
始
に
伴
、
っ
物
資
調
達

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
当
日
出

席
者
数
は
一
一
十
五
人
、
最
終
的
に
納
入

希
望
申
し
込
み
者
は
十
四
業
者
と
な
っ

て
お
り
、
品
目
ご
と
に
順
一
台
に
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
元
雇
用
に
つ

い
て
は
、
長
託
契
約
の
中
で
、
学
校

に
お
け
る
調
理
業
務
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
配
置
し
、
長
浜
町
内
か
ら
雇
用

す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
早
速
、
常

勤
パ

1
ト
調
理
員
を
急
募
し
、
十
四
人

の
面
接
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
九
人
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
人
が

や
め
ら
れ
、
現
在
、
七
人
の
方
が
業
務

に
つ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

立
保
育
所
の

謂
麗
合
に
つ
い
け

上

松

地

区

河
川
整
備
計
一
関
は

貿
問
固
2

・
町
立
保
育
所
統
廃
合
検
討
委

員
会
の
答
申
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
c

ま
た
、
郷
地
区
土
地
区

一
山
整
理
事
業
に
よ
り
大
和
似
育
所
を
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
仁

つ
い
て
も
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま

意
向
調
査
後
、

早
誌
に
方
向
付
け
を

質
問

i
上
老
松
地
区
に
お
い
て
、
河

川
改
修
事
業
と
併
せ
て
上
地
い
画
整
理

事
業
を
取
り
入
れ
て
実
施
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
町
長
の
与
え
は
ど
う
か
。

ま
た
、
一
部
の
人
の
同
意
が
保
ら
れ

な
い
場
合
は
Y
て
っ
す
る
の
か
、
併
せ
て

伺
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
上
老
松
地
区
へ
土

地
医
画
整
理
事
業
の
導
入
を
図
る
べ
き い

て

岡

麗

司一一哲男

で
は
な
い
か
と
の
件
に
つ
い
て
、
平
成

十
人
年
五
月
十
三
日
に
同
上
交
通
省
川

田
地
方
整
備
局
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た

「
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
で
は
、

上
老
松
地
医
ほ
急
岐
な
山
脚
が
河
岸
ま

で
せ
ま
り
平
地
が
極
め
て
少
な
く
、
ま

た
集
落
内
を

J
R
お
よ
か
配
送
が
並
た

す
る
な
ど
、
河
川
改
修
を
行
う
う
え
で

非
常
に
川
雑
性
を
伴
っ
て
お
り
、
通
常

の
改
修
工
法
で
法
多
く
の
立
ち
退
き
者

が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
宅
地
の
消
失
を
最
小
限

に
と
ど
め
地
域
の
皆
さ
ん
が
引
き
続
き

上
老
松
地
ば
で
生
活
し
て
い
た
だ
け
る

改
修
工
法
の
採
択
に
向
け
固
・
県
等
仁

強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

村
果
、
今
回
、
堤
防
建
設
と
併
せ
た
背

後
宅
地
の
か
さ
上
げ
を
行
い
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
対
岸
の
郷
地
区
同
紙
仁
、

県
道
改
且
事
業
お
よ
び
土
地
区
一
山
整
理

事
業
竿
と
連
携

L
実
施
す
る
筒
所
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

L
J
V
し
、
詰
物
移
転
を
円
滑
に
進
め

ブ
心
と
と
も
に
良
好
な
住
環
境
の
確
保
守
一

図
る
た
め
に
は
、
国
土
交
通
省
の
河
川

改
修
事
業
と
併
せ
た
士
地
区
画
整
理
一
手

業
等
の
埠
入
が
提
起
さ
れ
て
い
ゐ
が
、

事
業
の
推
進
に
ほ
移
転
地
の
昨
保
が
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
、
昨
年
度
よ
り

担
当
課
に
指
示
し
具
体
的
な
整
備
品
副

の
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
手
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
土
地
所
有
者
等
の

色
相
一
と
と
も
に
、
代
替
杉
一
転
地
と
な
り

得
る
唱
地
の
昨
保
が
必
要
で
あ
り
、
当

該
地
区
内
で
は
所
右
着
も
一
部
の
方
に

限
ら
れ
て
お
り
、
事
前
に
関
係
権
柑
者

の
意
向
を
把
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
考土地区画整理事業の導入が検討されている上老松地区
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え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
河
川
改
修
事

業
と
合
わ
せ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
等

の
導
入
の
賛
否
等
を
含
め
た
事
項
に
つ

い
て
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
意
向
調
査
の
取
り
ま
と
め

が
で
き
次
第
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
上
老

松
地
区
の
総
合
的
な
整
備
計
画
の
方
向

付
け
を
早
急
に
行
う
考
え
で
あ
る
。

次
に
、
「
土
地
区
両
整
理
事
業
に
対

し
て
一
部
の
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
ど
う
す
る
の
か
」
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
性
格
上
、
全
員
同
意
を

原
則
と
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
と
と

も
に
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
全
員
同
意
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
上
老

松
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

附
町
立
保
育
所
の

存
続
臨
続
麗
舎
に
つ
い
て

さ
ら
に
多
角
的
な

視
点
か
ら
調
査
検
討

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
少

子
化
に
よ
る
入
所
児
童
の
減
少
、
保
育

施
設
の
老
朽
化
や
移
転
問
題
等
、
こ
れ

ら
の
各
保
育
所
の
課
題
を
解
消
し
保
育

所
運
営
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、

将
来
を
見
据
え
た
保
育
行
政
の
充
実
を

凶
る
た
め
に
は
保
育
所
統
廃
合
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
の
認
識
の
も
と
、

「
保
育
所
統
廃
合
検
討
委
員
会
」
で
協

議
が
な
さ
れ
、
「
保
育
所
は
、
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

一
カ
所
が
望
ま
し
い
。
」
と
の
答
申
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
平
成
十
五

年
三
月
の
第
一
固
定
例
会
で
の
施
政
方

針
、
平
成
十
五
年
六
月
の
第
二
回
定
例

会
で
の
上
満
議
員
さ
ん
の
質
問
に
対
す

る
答
弁
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経

緯
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
答
申
に
お
い

て
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
保
育
所
の
統
廃
合
を
一

カ
所
以
外
と
回
答
し
た
保
護
者
の
意
見
、

特
に
送
迎
に
時
間
が
か
か
り
不
便
で
あ

る
と
い
う
意
見
や
統
廃
合
に
つ
い
て
の

意
見
・
要
望
に
あ
る
送
迎
パ
ス
の
問
題
、

ま
た
、
延
長
保
育
事
業
等
時
代
に
対
応

し
た
事
業
の
条
件
整
備
を
凶
る
必
要
が

あ
る
と
の
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
も
、
平
成
十
五
年
第
二
固
定
例
会
で

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

具
体
的
整
備
に
あ
た
り
こ
れ
ら
の
意

見
を
参
酌
し
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
さ
ら
に
多
角
的
な
視
点
か
ら
調
査

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

議
会
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
今

月
中
に
は
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

検
討
会
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
充
分
に
調
査
検
討
し
て
い

た
だ
く
よ
う
担
当
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
今
年
度
末
に
は
櫛
生
保
育
所
ま

た
大
和
保
育
所
の
立
ち
退
き
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
そ
の
方
向
性

を
検
討
し
、
議
会
に
説
明
を
申
し
上
げ
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
保
育
所
の
休
園
に
つ
い
て
は
、

本
年
四
月
か
ら
豊
茂
保
育
所
に
お
い
て
、

当
初
、
四
月
か
ら
の
体
制
を
二
人
の
児

童
に
対
し
、
四
人
の
職
員
を
予
定
し
て

い
た
が
、
三
月
末
に
、
二
人
の
児
童
の

退
園
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
や
む
な
く

一
年
間
の
休
固
と
い
う
措
置
を
と
っ
た

も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
豊
茂
地
区
に
は
児
童
が
一

人
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

保
護
者
の
都
合
か
ら
他
の
保
育
所
等
に

通
園
し
て
い
る
児
童
は
大
和
・
長
浜
保

育
所
に
そ
れ
ぞ
れ
四
人
、
長
浜
乳
児
保

育
所
に
二
人
、
大
洲
市
の
保
育
所
に
一

人
通
固
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
大
和
保
育
所
を
廃
止
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
で
、
大
和
保

育
所
の
用
地
は
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
統
廃
合
の
問
題
の
方
向
付

け
が
な
さ
れ
た
う
え
で
、
あ
ら
た
に
ど

う
い
う
形
で
保
育
所
が
あ
る
べ
き
か
、

そ
の
方
向
が
出
た
う
え
で
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
一
年
問
、
保
護
者
の
方
々
に
も

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
方

向
付
け
を
す
る
時
間
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
そ
の
う
え
で
、
長
浜
町
の
地
域
に

お
け
る
保
育
所
の
整
備
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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今年度末に立ち退きが予定されている大和保育所

O
白
滝
の
一
宮
菊
枝
さ
ん
:
・
図
書
二
十

八
巻
を
町
立
図
書
館
へ

。
今
坊
の
西
山
基
さ
ん
:
・
テ
ン
ト
一
組

を
今
坊
公
民
館
へ

。
今
坊
の
東
富
士
男
さ
ん
:
・
テ
ン
ト
一

組
を
今
坊
公
民
館
へ

O
今
坊
の
松
田
紘
一
さ
ん
・
:
テ
ン
ト
一

組
を
今
坊
公
民
館
へ

0
マ
イ
ル
ハ
イ
実
行
委
員
会
i
現
金
ト

万
円
を
長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

へO
四
国
電
力
側
大
洲
営
業
所
・
・
・
街
路
灯

一
灯
を
長
浜
町
へ

。
長
浜
の
明
関
定
市
さ
ん
:
・
草
刈
機
一

台
を
長
浜
町
へ

。
大
洲
市
の
怖
ア
イ
テ
ッ
ク
:
・
歯
ブ
ラ

シ
九
百
七
十
六
本
を
町
立
各
小
・
中
学

校
、
保
育
所
へ



命 E給食の時間膜しいで事前

とても楽しい
10% 

楽しい
52% 

合{織の量をどう患いますか】

とても多い
5九

多い
41九

骨髄の聴をどう患いますか】

とても
おいしい
5% 

おいしい
54% 

亀岡の齢ガ楽しみですか]

とても
楽しみである
10% 

楽しみ豆、ある
43% 

楽しく定よい
5% 

どちらとも
いえ怠い
% 

少ない
4 

おいしく主主い
4% 

どちらともいえない
27% 

しみで患い
4% 

経〔給金口いて家族紛人!ご話すことi基あります泣

-9一

ときどき話す
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醸習

五
月
三
十
一
日
、
大
洲
市
東
大
洲
の
リ
ジ
工
l
ル
大
洲
で
、

町
@
肱
川
町
。
河
辺
村
の
合
併
協
定
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
、

行
愛
媛
県
知
事
を
は
じ
め
、
各
首
長
や
合
併
協
議
会
の
委
員
、

ら
百
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

覇

式
で
は
、
は
じ
め
に
大
洲
喜
多
合
併

協
議
会
会
長
の
桝
田
興
一
大
洲
市
長
が
、

「
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
歴
史
が
動
く
こ

の
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
に
対
し
て
心

か
ら
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
う
。

本
日
の
調
印
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て

市
民
一
人
ひ
と
り
の
未
来
が
輝
く
、

「
き
ら
め
き
創
造
大
洲
市
」
を
目
指

し
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

愈串韓関@ 内》

大
洲
市
φ

長
浜

来
賓
の
加
戸
守

各
市
町
村
議
員

合併協定書に署名する西田町長

続
い
て
、
凶
市
町
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ

合
併
協
定
調
印
書
に
署
名
と
押
印
を
し
、

出
席
し
た
す
べ
て
の
合
併
協
議
会
委
員

も
立
会
人
と
し
て
署
名
し
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
戸
知
事

は
、
「
肱
川
で
結
ぼ
れ
た
市
町
村
の
良

識
あ
る
判
断
が
大
き
な
原
動
力
と
な
っ

て
こ
の
日
を
迎
え
た
。
新
市
の
未
来
の

限
り
な
い
発
展
を
祈
っ
て
い
る
。
」
と

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
、
べ
ま
し
た
。

て議

立会人として署名する委員

「平麗-1~3~

2月28日 愛媛県市町村合併推進要綱ガ策
定され¥大洲市¥長浜町¥内子

町、五十崎町、肱川町、河辺村

の基本パターンガ示される。

今嚢での識者主と

乙れかそうのそ辞麗

「大洲喜多合併協議会(任意)設立準備金J設立
任意協議会「大洲喜多合併推進協議会」設立

合併重点支援地域に指定される

[ヌ:洲喜多合併協議会」

併協議会開催

併協議会 ※新市名を「大討中|而に決定

多合併協議会 ※新市の事務所の位置について、本庁を大洲

「決定

県ヘ合併申請

県議会で合併議決

県知事ガ、総務大臣ヘ合併届出

総務大臣告示

〈舎畿の予定〉

設立

7月
9月

|平成14年 i
9月2日
10月11日
11月14日

12月

← 10 新市誕生

平膿17年 1

1 Jヨ11自
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梅雨ガ明けると夏本番です。食中毒ガ多く発生する季節

です。今月は食中毒予防対策を実行しましょうO 食中毒の原因

には微生物(細菌、ウイルス等)、化学物質(水銀、メタノ-)し等)、

自然毒(貝毒、毒キノコ等)ガ、あり¥その中で最も多いのは細菌によるもの

です。平成15年5月から夏季にかけて国内で発生した食中毒のほとんどが細菌性で、しかも6月
~9 月の間に発生した件数は、年間発生の約50%を占めています。高温多湿の日本の夏は、細菌

の温床になりやすいため、細菌対策ガ肝心です。そこで、食中毒予防の3原貝IJ(原因菌をつけな
い、増やさえ主い、消滅させる)から成る食中毒予防の6つのポイントをご紹介します。

議室晶命購入
生鮮食品は新鮮なものを購入し、表示のある食品は期限を確認して購入す

る。購入した食品は、それぞれ水分がつかないようにビニール袋などに分け

て包む。 温度管理の必要な食品は最後に購入し、早く持ち帰る。

家轟電命保寄
冷蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れる(冷蔵庫は

10'C以下、冷凍庫は-150C以下が目安)。肉や魚はきちんと容器やビニール袋に入れ、しみ出した汁が他の

食品につかいないようにし、扱う前後には手洗いをする。食品を流し台の下に保存する場合は、水漏れに注

意し、床の上には直接置かない。いずれの食品も早めに使い切る。

下準鯖
ごみは捨ててあるか、タオルやふきんは清潔か、せっけんは用意しであるか等、台所をチェックする。井

戸水を使う家庭は、水質に注意。手洗いはこまめに丁寧に。肉や魚の汁が他の食品にかからないように。肉

や魚を切ったまな板や包丁は、洗ってから熱湯をかけると安心。ラップしである野菜やカットした野菜もよ

く洗う。冷凍食品は室温で解凍すると食中毒菌が増える場合があるので、冷蔵庫の中か電子レンジで解凍す

る。水を使う解凍なら、密封容器に入れて流水で。下準備が済んだら、使った調理器具はすぐに洗剤と流水

で洗う。

舗覇軍
台所が下準備で汚れていないか、手を洗ったか、タオルやふきんは清潔か、調理前に再度チェック。加熱

する食品は十分に加熱。調理を途中で止めるときは冷蔵庫に入れ、再調理の時は十分加熱する。電子レンジ

使用の時は適切な容器やふたを使い、調理時間に気をつけるとともに、熱の伝わりにくい物は時々 かき混ぜ

ることも必要。

議事
食卓につく前には手洗いを習慣に。清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛り付けを。 温かい料

理は常に温かく、冷たい料理は常に冷たくしておく。調理前や調理後の食品は室温に長く放置しない。

議っ軽量芸品
残った食品を扱う前にも手を洗う。残った食品は清潔な容器に小分けして保存す

る。保存して時間が経ち過ぎたものは捨てる。残った食品の温めなおしは十分に加

熱する。ちょっとでも怪しいと思ったら捨てる。

最後に九晃定昌の「鯖麗Jと「清潔JIま違います。
食中毒菌のい草まい省高野ガ清潔お台高時です。

@ 
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暗闇民路己

免除制震につ
国民年金には、所得の減少や失業等で経済的に保険料を納めることが困難な場合、申請によって保険

料の納付を免除する制度があります二

免除には、「金額免除jと「半額免院の2種類があり、前年の所得額等に応じて決定されます。

兎除申詰は、前年の所得を確認する必要がありますので、毎年申請が必要となりま

昨年度免除申請を受付た万で、引き続き免除を希望される場合は、 7月l日から8月末日までに役場住民福祉課で手続

きを行ってください。

。全客員免除と半額免除の対象となる収入のめやす

世帯。単身の型J 半額免除

4人 <164万円
夫か妻のいずれかに 夫婦。(260万円)
所得(収入)のある 3人世帯 129万円
出帯の場合

夫婦・子1人 (21 0万円)
215万円
(333万円)

( )は収入 2人世帯 94万円 "172万円
[ 失婦のみ ( 159万円) (271万円)

単身世帯の場合 .>-K <=l..LU..... 3 5万円 85万円
| 単身世帯 | | 

( )は収入--r-== IIJ ( 1 00万円) (1 50万円)

。失業等の理曲iこより探検料ゆ納付が困難窓場合は、前年の所得iこガガわらす保険料
の事肉付が免除されます。

-年金子帳ー印鑑

・~;支の場合は、「車吊保険受給資格者証」または「離職崇j の写し

-今年1月以降に転入された方は、転入前住所:l:lliの所得証明書が必要となります

-半額免除が承認された方は、半額の保険料を納付しないと、全額が未納扱いとなってしまいます。

-全額免除および半額免除された期間は、年金を受けるための資格期間としては保険料を納Hしているときと同じよう
に取り扱われますが、老齢某礎年金などの年全額を計算する場合は、その期間分が減額されます。

-保険料を免除された期間について、 10/1三以内であれば保険料を「追杭ーできることになっています0

・学生壮、免除申請ができませんので、学生納付特例申請を行ってください。

人保健医療かものお願い
お年寄りが病院にかかると、病院はその去費を健康保険証や老人医療受給者証に書かれている保険者(長浜町役場)

に請求するようになります。しかし皆さんが病院へ健康保険証や老人医療受給苫証を持って行かなかったり、健康保険

の種類や記サ・番号が以前と変わっていたような場合があると、病院法医療費の請求先や請求金額を誤ってLまうこと

があります。実際にこういった医療費の請求誤りが、長浜町だけでも昨年度は豹200{'!ニ起きています。

病院へ出かけるときは必ず健康保検証と老人医諜受精者証をご持参いただくとともに、健藤保険の種類や記号司番号

が変わりましたら、必ず下記ヘ、保険証と印鑑をご持参の上、届け出をお願いします。

[届け出 aお問い合わせ剤投場保漣介護課国保係(合52-1111く内線34>哩(有)まで。

-12 



現 手 が小
このたび妃童手当制度が改正されました。

支給対象年齢が、これまでの義務李転文干守T就学

前(小学校入学前)までから、小学校第3学

年11修i彦多了!前i泊浦Ij一(小学校3年生が終わるf年iド〈の 3月3担l 

吋ういう場合にはごんな書類ガ必璽です〕
@@@"奇怪奇軍予唾診を予在三þ@@~診嘩ヨþ@;ヨÞ@!);ヨÞ@産手歪三P

l女小学校三.3年生の哩章のみを養育しておられる

!が平成7牛4面白生午削年4月1白生)
日)までに拡大されま

なお、今|吋の制度改正により苛たに子当を

受給すると思われる保護者の皆様については、

所定の二子杭が必要ですので、関係苦演を送付

してしイすn 必要事項を記入の上、お早めに

役場住民福祉課まで提出して下さし、。

認定請求書。健康保険証写し(または年金加入証

明書)・ 0所得証明書
((Qjただし所得証明については¥平成15年1月1

日あるいは平成16年1月1臼現在で¥長浜町に住

小学校2号 3年生の児童と、就学前児童を養育し!所一仰)
ておられる方

く支給金額〉 (平成7年4且2日生~平成9年4月1日生まれの児

童と平成10年4月2日生~現在までに生まれた児童)

額改定請求書 [ 
第1子a第2子 5，000円第3子 10，000円 i

※ 上記以外で¥小学校1年生(平成9年4月2日 i

生~平成w年4月1己主)のみを養育、または小 l
学校1年生と就学前児童を養育しておられる方に

ついては¥特段の手続は必要ありませんO

また¥公務員の方について依勤務先での請求手

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

重度心身障害者匿嬢費動感制度
{ごついてのお知らせ

この制度の目的は、重度心身障害者に対して

医密費の一部を助成することにより、重度心身

町害者の生活の安定と福祉のIR進を同るための
もので、対象となる方は次のとお l)です。

0対象者
・身体障害者F帳l級の点、または2級の方
・療育子帳止の方、 またはB級の⑪の方で身

体障害者手帳を所持している方

0対象除外
生活保護の適mを受けている方
O資格の取得および喪失
医療費の助成を受けることができる汀の資格

は、受給者証の交付決定日から、資肝要件に該

JljしなくなったUまでです。

0手続きに必要なもの
身体障害者手帳、または瞭育手帳、健康保険

証、印鑑

-13-

つい亡のお知そうセ
この制度の目的は、母子家出に対して医療費の ~ffl) を助成するこ

とにより、母子家庭の保健の向 1.と〆出祉の増進を図るためのもので、

対象となる世帯は次のとおりです。

0対象者
ー時子家患のほと児1'1'

-準母子家)庄のill[:Jと孫、または姉と弟妹

・父母のない児童

0対象除外
。家庭主(父母のない児童を挟脅する者考古む)の前年(l~ 6月

中市分については前々年)所作が完頑を超え、所得税が課税さ

れている

・生活保護の適用を いる家庭

0資格の取得および喪失
医療費の助成を乏けることができる方の資格は、そ給者証の交付

九日から、原則として母の婚畑、ある"'¥は児杢が20歳に到
により資格要件を欠くに至ったUま

。手続きに必要なもの

健康保険証、 I~印~I引IJ噛鑑、転入そ1討苛j品庁4?占は所f一14山!リJ

れば在字証明音



Y伺蝿慰霊趨轍童話却益箆鵬臨暗闘醐揺盤面樹海:~~正午子海思議蹟接臨時~::離部道館摺臨臨説話握盤強蹟臨砥m<f.:沼諸醐 語~:;，;;:持活語磁器磁欄蹴接持活醐画面鶴湾蹴翻迫観臨温E

3殺傷病費等の塁手の方へ i 81J 7 (:tJの
j ~戦傷病者等の妻に対する特別給付金の請求はお済ですか~ Iほかはま薪藤君フ幻

g z警高識をLみiU
O平成5年4月2日から平成13年4月l日までの間に、夫が戦傷病者とLて増加 襲

恩給等の障害給付を受け始め売場合、その妻の方に特別給付金が支桁されます。 恒例の「ながはま赤橋夏まつりJが、
O上記の期間内に、増加恩給等の障害給付を受給されている戦傷病布と婚姻され 8月7日(十jに開催されます。俳句大

た妻の方に、特別給付金が支給されます。 会、水着撮影会、赤橋綱引き大会、出

。平成8年5月に戦傷荊者等の妻に対する特別給付金同情の最終償還を迎えた妻 由、砂沢のぜアガーデン、踊り大会、

であって、戦傷病者である夫が、平成5年4月1日から平成8~ê 9月30日の問 餅まさ・宝まき、カラオケ大会、太技
に公務傷病以外で死亡(平病死)された場合、その妻の方に特別給付金が支給 の競演、打ち上げ花火など、什併記念

きれます。 イベントおよび「えひめ町並博JIs費
O請求期隈[立、平成16年9月30日までです。この日を過ぎると、時効により権利

イベントとして、盛大に開催される予
が消滅し、特別給付金を受けることができなくなりますので、請求忘れのない

定です。どうぞ、お楽しみに。
ょうお早めに手続きをしてください。

なお、 i干しくは、後日配布するチラ
請求手続きたと詳しくは、投場住民福祉課撞祉部(曾52-1111 <内線29>・摘)

シをご覧〈ださい。
2063)まで。

翠拐罫持怒部活磁器部搭務態詩話諮磁器弘郵務諮持部認選語認容認務器部話器括部設接部型車

ミヤミ金融{こご注意!

審ヤミ金融とは?

1止登鈷で営業したり、法外な金利をとったりするもので、
広告なとぐで、正式な公社名を標記せず、連椅先として抗苛電

話番号やフリーダイヤルしか明かしていないことが多い。

豊島予防と対策

・電柱に貼っていふチラシなどの「低金利 a即融資Ji無
審査・ブラックOKJといった宣伝丈句にだまされず、

安易な借金をしない。

-孟起業者かどうかを確かめゐ。

-法定利息以上の金額は支払わない。

-脅迫や暴力的な取り立てがあった場合は、警察へ同け出

Q 。

圃ハガキや電話で身に覚えのない取り立てをする架空請求

に対しては、支払いや連舶をせず無視すること。

[県関係相談窓口?

県知事量銀貸金護者に係る苦情相談・..八幡浜地方局商工労

政課(昔日894-22-4111)または愛嬢県経営支援諜(愈089・9

12・2480)

不当請求に保志消費生活相談E且日八幡浜地方肩県民生活課

(宮0894岨22・4111)またはf羅県生活センター (B089・925-3
700) 

法外な金需IJや脅迫的な取り立ての相談…大洲警察署生活安

全課 (B25・1111)

移譲定議Z23諸活道官w~w.
円動車リサイクル法の施行により、本年7月]日以降、使

用済み自動車の僻休業・破砕業(有価物のみを取り扱う場合

も含む。jを行うためには、都道Jf，J県知事の許IIJが必去にな

りますので、大洲保健所で所定の手続きを行ってください。

また、 7月1日時点で、すでに解体業・破砕業を営まれて

いる方は、 9月30日までは営業を継続できますが、それまで

に以下の手続きが必要になります。

*有{菌物のみを取り掘っている方(廃棄物処開j去の許可をそ

けてし Aない方)-，解体業を行う場合も破砕去を行う場合も

『許可申請jが必要

女廃棄物地理法の*~集運搬業(積替保管あり)または一般廃

棄物処理業の許可を受けている方→解体業を行う場合(j:

f届出jが必要、破砕業を行う場合は[許可申詰jが必要
古廃棄物弛理法の産業麗棄物処理業の許可を受けているh→

解体業を行う場合も破砕業を行う場合も『届出jが必要

[受付開始日]干)J~16年 7 月 1 U (木)

[許可申請手数料]解体業78，000円 破砕業84，000円 (届

出は無料)

[受付窓日 zお聞い合おせ先]大洲保健所衛生環境課(管制園

3165)まで。

7屈は「河JlI愛護月間」です
一人ひとりガ愛護の精神で、河川清掃等にも積極的
に参加して、みん怠で河川を守っていきましょう。

議議参翠護壌 市 灘議機



ふれあい会館だより
らん

風蘭展

櫛生の松本賢二さんが丹精込めて育

てた香り漂う風蘭を展示。

[期間 7/13(火)~ 7/21 (水)

午前9時~午後5時(月曜日休館)

[場所]ふれあい会館ギャラリー

接話甑融事毘盟竪盟主品溜蹴謹謹聴腿珪堅苦髄密室密蕊揺話器話語呂W;:珪草壁蝿草壁蹴毘袈:>>i獄語謹話語。品蝿盟主宰需隅盟主F丘語持顎

j産業廃棄物不;護費葉11 0蓄の最長蓄につわて
県では、県民のみなさんから産業廃棄物の不法投棄や野焼きなどの不適正処理

に関する通報を受けるため、フリーダイヤル電話(産業廃棄物不法投棄110番)

を廃棄物対策課に設置しましたので、積極的にご利用ください。

[電話番号]0120-149-530 (イヨノクニ E ゴミゼ口)

〔設置場所]県庁廃棄物対策課内

[開設時間]午前8時半~午後5時まで(平日)

[注意事項]産業廃棄物の不適正処理関係情報に限る。

譲渡mlli~盟錦繍韻語翻蹴話器援活部臨君主騨嵐臨翻錦繍蹄踊蹴臓器端部話器誼醐施主混在混在記渡部 締蹴琵盟諸説混在間話話盗品質蝦蹴蹄良型足型車謹臨話器i
.-，-， 

3糊顧錨議開鰯針i i子持制審散防
語 大覇軍Z使わやすイ本!J"d: LJを 器 J2fA子高7害罫揖喜子若筋違f
護 謹

地域に貢献する事業を行う法人を設立し、一定の離職者を雇い入れた場合に、

創業に係る経費および労働者の雇い入れを支援する「地域雇用受皿事業特別奨励

金」が使いやすくなりました。

松山地方法務局および愛媛県人権擁

護委員連合会では、子どもの人権問題

に関する電話相談を行います。いじめ・

体罰・虐待等の子どもの人権問題に関

する相談であれば何でも結構です。(無

料、都密厳守)

①創業経費の3分の1を支援します。 (500万円が限度)

②l人雇うと30万円を支給します。(短時間労働者は15万円)

( 3人以上の雇い入れが必要く l人以上は非自発的離職者であること。>)

(法人設立後、 6カ月経過後までに事業計画の認定を受けなければなりません。)

詳しくは、愛媛労働局ホームページ (http:/グwww.e-roudou.go.jp/)をご

覧ください。

{自時]平成16年7月27日(火)

午前9時~午後9時

[電話番号]フリーダイヤル
[お問い合わせ先]愛媛労働閣職業安定部職業対策課 (B089叫ト2940)まで。

0120-025-550 
伊寝櫛古田溜蹴抵顕競蹄蹴蜘鰯ぽ謝髄鞠欄蹄競櫛寝醐

[相談担当者]人権擁護委員、弁護士
護コシどコータ{cckfj A事業 aJ量λ量fEE
j事務鰹繍鶏Lます f 資格のある人帥護委員、法糊員

松山地方法務局大洲支局では、平成16年7月26日(月)か

ら、商業・法人(株式会社・有限会社・合名会社・合資会社・

商号・支配人・協同組合・公益法人等)の登記事務について、

順次コンピュータ処理への移行を開始します。コンピュータ

処理になると、これまでの登記簿の謄・抄本などの取り扱い

が以下のように変わります。

く現行> <コンビュータ姐理>

登記簿の謄本圃抄本→量記事項証明書 (1，000円)

代表者の資格証明書→代表者事項証明書 (1，000円)

登記簿の閲覧→登記事項証明書 (500円)

※印鑑証明については、従来どおり変更ありません。

なお、証明書、印鑑証明書等の請求時に、コンピュータへ

の移行が未了であった場合には 移行作業のためお待ちいた

だくことがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

[お問い合わせ先]松山地方法務局大洲支局(曾24-4155)

まで。

15 

報車寝耳「掛担蹴鞠摂理関蹴蹴蹄蹴踊蹄担翻語翻蹄質事~$:;S括翠在毘喜朗揃丘E

3李成16年度車重苦官事募集案的
募集種目 資 格 受付期間 試験期日

一般曹候学生
18歳以上 8月2日~ 1 ;欠 9月18日
24歳未満の者 9月8日 2次 10月9~15日

曹候補士
18歳以上 8月2日~ 1次 9月18日
27歳未満の者 I-9月日日 2次 10月9~15日

1次 9月23日

航空学生
高卒(見込) 8月2日~ 2 次 10月 16~21 日

21歳未満の者 9月日臼 3次(空) 11月14日
~12月 10日

男子
年間を通じて

9月19日
2等陸・ 18歳以上 行っております

ト一一一一

j毎・空士 27歳未満の者 日月2日~
女子

9月8日
9月26・27日

[お問い合わせ先]大洲市大洲690-1大洲市役所目IJ館3階

自衛隊愛護地方連絡都大洲募集事務所(宮24-4123)まで。



油開能イ国対事~手イア暫m~之
輔黙の曹京器開脅~襲雷管

役場経済課では、地域のボランティア活動等で公園・街路等の公共施設に植栽

を希望される方に苗木の配布を実施いたします。

つきましては、苗木の配布を希望される場合は、下記応募事項をご確認のうえ

経済課までご連絡下さい。

〔跡事方法〕役場経済課にありますに禄の募金苗木応募用紙」にご記入のうえ役場経済課まで提出して

ください。

〔応事期間]平成16年7月26日(月)まで(当日必着)

〔菌木自己布本数および種類〕要望を確認させていただき予算の範囲内で調整させていただきますo

Eお問い合わせ先〕役場経済課農政係(晋52園1111<内線開>)まで。
(注・応募多数の場合および審査の結果によっては¥苗木の配布ができない場合ガあります。)

開柿糧嘗壁膳盟~母宅ず l
開額約程嘗包EEヂ自彊暫畠E言語向

愛媛県では¥意欲的な森林経営者の育成を目的に、他産業に従事している森林所有者や退職後森林経

営に取り組もうとしている方々等を応援するため、森林・林業全般にわたる知識や技術を学13¥セミナー

を開催します。林業を取り巻く最新情報や活用方法について実技や現地研修を通じて学んでみませんか。

〔期間]第 1[Q] 9 月 7 日 ~8 日 開講式、講義、現地視察

第2回 9月28日 県内優良林業地視察

第3回 10月 5 日 ~6 日 青林技術講習¥植栽、枝打ち実習

第4回 10月 19日 ~20日 機械器具のメンテナンス、伐採@搬出実習

第5回 11 月 4 日 ~5 日 キノコ講習¥炭焼き実習など

第6口 12月11日 椎茸等植菌、閉講式
※日程は¥天候等の都合により変更することガ、ありますo

E場所]愛媛県林業技術センターほ力、
〔対象〕①森林所有者 ②森林の管理¥経営に関心のある万 ③上記に該当する方で

5田のセミナーに継続して出席できる方

〔定員]県下全域で15人

[受講料〕無料(ただし¥通勤経費、食費は受講者負担となります。)

〔お問い合わせ先]八幡浜地方愚大洲林業課(告24-4131)まで。

〔お串し込み先]役場経済課農政保(宮52-1111く内線68>)まで。

覇材開韓関~~関警?愚融調舎壁百個

愛媛県では¥県民参加による森林づくりを目指すための森林環境税(仮称)

導入に関する説明会を開催します。ぜひご参加くださし¥0

E日時)7月21日(水)午後1時半から

[場所]八幡浜地方局大会議室

16 



「新刊情報です i 
~長浜町立図書館~

書名

長浜町では、豊茂地区の歴史的遺産 a伝統丈化である

「豊茂五ツ毘踊り・越後獅子・獅子拝」を保存・継承して

いくため、継承用ビデオを100本製作しました。このピデ
オには同地区の歴史や三島村1

。父8:3歳、ボケからの生還
のあなたならどうする

りクイールifi 愛犬のしつけ方
O糖尿病の人のおし、しい献立

Oわくわく“読み聞かせ"マガジン
この本需んで! (2004.夏号j

著者

樋口恵子

大平光代

多和目 ftf 
戸塚康男

社秋祭りの情景が収録きれて

います。

JPICK;ffiJ 

ご希望の方には、 l本

1，080円(税込)にて販売し
ます。(郵送料については、

凪人負担)

[串込みロお問い舎わせ先〕

長浜町教育委員会教育課文1t
撮興保(雪52-I 11く内線60>
， (輔2161)まで。

目 《む漆浮噂了長義務...，え匂

13戸海沿i
明習れう予言甫忠がなしてにき話ぃ行た母作 7う、とぞ「他 う人る人が
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、何なくくそ、。んまた oEまれて、 こ 助そ f412はがるの

しみカ回いがれれす最なしうどんすてい知 え け 大ま、白人高い z

lかん l もで、 f はぐ初が子つん止。行ま仙 て て ム七みいやいろ置
'二三の青いみ示、には出 3ι な j〈作与す;障 、 も の ん人太人い i
i与さ三32主主交Z手主主竺す2草色亘書 L E i Z主ZEZj 
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がににし そとな 1 島由明国醐剛一蝉園田柵幽一一一』ー きし自 し下と「と l 自

ら 来来でぼん 、る作 轟轟議欝奮饗曹警護謬容整担腔塑園田富 るた然作かキ氏 、水か O そ:
、たまいくな母パ業 歯麗盛溜醤誼t議糧自量醸竪璽罵鵬 ょ c に業つも母時、 O の;
いらするの感がワ所開翻臨腔押臨場群押見うほ他所たもにか く~ : 
。友学じ言 1で， r If.-..斗仏巳 l にくのででにら甘ん んか a

lまは今達校がいを、 II作業所の人と iなも人はすいつ空 、ら i
く度がにしまもみ^ ~ • I り 、が、。まで J 元
話が、、もますらん| 会ってJIたみ子百 しく五 気 ffi 
を:車そと、し。つな~ --- ......--'いんをの たれ竺 でぷ目
しいのき車た砕てか「一一一 一一「となっ悪 。るぷ 寸所!

itL主E子。会=へ| 小学4年生 lf戸三文 与すき 三叉i
iで押が勉で ぽよ元 I (15年度人権作文集MlUでに もでて い
;すし学強生 i己気( ケ竺ア三JKにいは うτ有 は;
己主校し j舌 ¥ に い一一一一一一一一一一一一一一一 れもでま 、 れ 」
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ととかん白け烹まがっつなをた、所くがしんちを Lすが空機業、;
思叫がの分な口し個てて、思「去のれほ ytiいぎはたき作て合所大;
、けや人のいをた性いいーいか年人まく るりが。ハ業 がの干日目
ま合く々台と言ケ戸るまっ出が、十しにイ木のまし牛ガ所 で人小 i
てっこのだ思うだ三ちすす主平先五号やけですて :?Lキに きた学:
てと命けいこか が。くしく生と さい、 ぺの行 たち校;
生をがでまとら本い- /::.命に会 LE大こそツ素つ らとの i
き!頗もなすは、には人大弓」救つ く円変ののクをた い、み 1
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大
き
く
育
っ
て
ね
!

大
手口

鮎児
な童
どが
を
放
流

身
近
な
大
和
川
の
環
境
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
と
、
五
月
二
十
日
、
大
和
小
学

校
の
全
校
児
長
七
ト
人
が
鮎
な
ど
の
稚

魚
約
六
千
匹
を
大
和
川
へ
放
流
し
た
。

こ
れ
は
、
肱
川
漁
協
が
毎
年
こ
の
時

期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
児
童
ら
は

バ
ケ
ツ
を
手
に
と
り
学
校
前
の
大
和
川

へ
約
五
叩
に
育
っ
た
鮎
や
ウ
ナ
ギ
の
稚

魚
を
、
「
↓
児
気
で
大
き
く
な
り
て
ね
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
版
流
し
て
い
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
椋
で
増
水
し
た
川

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
た
れ
た
鮎
は
、

児
童
た
ち
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
勢

い
よ
く
上
流
に
向
か
っ
て
、
広
い
で
い
た
。

い
っ
ぱ
い
の
町
に

ー
国
道
沿
い
の
花
壇
へ
植
栽

1

町
内
を
花
で
彩
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
主
川
一
一
卜
同
日
、
長
浜
町
職
員
組

合
青
午
却
・
女
竹
部
員
と
一
凶

L
会
会
員

ら
約
九
十
人
が
、

J
R
伊
予
長
浜
駅
付

近
の
国
道
沿
い
の
花
壇
に
ガ
ザ
ニ
ア
の

苗
約
三
千
本
を
植
栽
し
た
。

多
加
者
ら
は
、
雑
草
な
ど
を
取
り
除

い
た
後
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
ほ
り
、
黄
色

や
紫
色
の
花
の
百
を
て
い
ね
い
に
植
え

て
い
た
。
併
せ
て
付
足
の
清
掃
も
行
わ

れ
、
道
行
く
人
た
ち
は
、
町
の
玄
関
口

ら
し
〈
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
。

大きくなってね 1

出
海
地
藍
愛
護
班
清
掃
情
活
動

六
月
六
日
、
山
小
川
地
同
一
で
清
掃
活
動

が
実
施
き
れ
、
子
ど
も
か
ら
ト
八
人
ま
で

約
七
十
人
が
参
加
し
た
c

自
分
十
」
ち
の
地

R
を
少
し
で
も
き
れ

い
に
し
土
、
っ
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当

川
は
、
金
毘
羅
山
の
桜
の
木
の
下
草
刈

り
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
国
道
沿
い
を
櫛

生
と
保
内
町
方
面
の
二
班
に
分
か
れ
、

空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。

約
-
一
時
間
、
親
子
で
心
地
よ
い
汗
を

流
す
姿
が
多
く
は
ら
れ
た
。

争長
η

必).
守

坊

i) 

~グ

六
月
十
一
一
一
日
、
ん
7

劫
地
医
で
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
展
開
さ
れ
、
地
区
住
民
約
百

五
十
人
が
参
加
し
た
。

美
し
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
喜
多
灘
駅
前
周
辺
や
町
園
国
道

沿
い
の
京
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
、
小
学
校

や
保
育
所
な
ど
の
市

U
な
ど
が
各
自
治

館
ご
と
に
行
わ
れ
た
c

約
半
円
問
、
参
加
者
ら
は
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
す
と
と
も
に
、
見
ご
ろ
の
あ

じ
さ
い
が
初
夏
の
日
差
し
に
輝
い
て
い

た。

作業に精を出す参加者ら

ネ
ッ
ト
際
の
攻
防

18 

(
、
)
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

i

親子でゴミを拾う参加者ら

ム
ハ
リ
十
二
-
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

お
八
回
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

間
保
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
男
女
あ
わ
せ

て
十
一
子

I
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
掠

り
広
げ
ら
れ
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男

子
{
優
勝
〕
大
洲

〔
準
優
勝
】
長
浜
体
協

門
第
一
一
一
位
〕
半
十
崎

女

子
〔
憧
勝
〕
、
り
つ
こ
長
一
浜

門
準
優
勝
〕
五
十
崎
B

〔
第
三
位
〕
と
み
す
ク
ラ
ブ

楽
ら
っ
こ
長
浜
は
、
咋
年
に
続
き
二
週

覇

喜多灘駅前を清掃する参加者ら

熱戦が繰り広げられたバレー大会



き
ず
和
峰
、
か
深
曹
司
J

た
ま
i

ー
白
滝
通
学
合
宿
1

六
月
六
日
か
ら
十
一
円
ま
で
の
五
泊

六
日
に
わ
た
り
、
白
滝
公
民
館
を
中
心

に
地
元
小
字
生
に
よ
る
通
学
合
宿
が
行

わ
れ
た
。
「
る
り
ひ
め
村
」
と
銘
打
つ
だ
こ
の

合
宿
は
、
今
年
で
三
回

H
を
迎
え
、
参

加
し
た
白
滝
小
学
伎
一
九
a

六
年
生
十
七

人
は
、
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」

や
「
あ
い
さ
つ
一
を
き
ち
ん
と
す
る
」
な

と
各
自
で
決
め
た
目
標
を
胸
に
、
炊
事

や
洗
濯
、
清
掃
な
ど
の
円
常
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
へ
通
っ
た
。

こ
の
日
の
夕
食
は
、
お
好
み
焼
き
で
、

男
子
児
童
は
、
慣
れ
な
い
包
丁
で
懸
命

に
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
ん
で
い
た
。

おいしくできるかな!? 

ま
た
、
今
回
は
、
初
め
て
一
泊
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
自
家

と
は
違
う
家
庭
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

した一、十
一
日
の
最
終
日
に
は
閉
村
式
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
児
童
一
人
ひ
と
り
が
、

「
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
。
」
、
マ
」
の
合

宿
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
佐
何
か
の
機

会
に
生
か

L
た
い
に
」
な
日
ど
の
感
想
を

発
去
し
た
。

今
回
は
、
県
の
補
助
事
業
で
賄
わ
れ

た
以
前
の
も
の
と
は
違
い
、
同
小

P
T

A
が
中
心
と
な
り
、
地
元
の
人
た
九
の

協
力
を
如
何
な
が
ら
単
独
で
実
施
し
た
も

の
。
こ
の
合
宿
を
通
し
て
、
参
加
し
た

児
童
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た

地
域
の
人
た
ち
の
粋
も
よ
り
一
層
深
ま
っ

た
よ
う
だ
。

な
姿

閉村式で感想を述べる児童

ー
櫛
生
し
よ
う
ぷ
祭
り
(
1

六
片
十
三
円
、
櫛
生
し
よ
う
ぶ
園
で

恒
刊
の
櫛
生
し
よ
う
ぷ
祭
h

り
へ
師
生
公

民
館
な
ど
主
催
)
が
開
催
ぎ
れ
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
棋
の
し
よ
う
ぶ
開
で

は
、
一
二
十
種
約
一
万
本
の
し
ょ
う
ぶ
が

見
ご
ろ
を
迎
え
て
お
り
、
カ
メ
ラ
に
お

さ
め
る
安
好
者
の
姿
む
数
多
く
見
ら
れ

た。
ま
た
、
会
場
で
は
、
出
屑
に
よ
ふ
バ

ザ
ー
や
鮮
魚
販
売
、
無
料
の
そ
、
つ
め
ん

流
し
ヤ
地
元
小
学
止
に
よ
る
豊
年
踊
り

な
と
も
行
わ
れ
、
終
日
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

見物客を魅了したしょうぶ祭り
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五
月
一
↓
十
し
ハ
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
れ
ん
統
計
協
会
総
会
の
席
上
、
柴
の
山

下
利
治
さ
ん
は
、
統
計
事
務
お
よ
び
統

計
協
会
事
業
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

噌
甲
山
勝
敏
さ
ん
ら

農
林
水
産
大
臣
表
彰

fh
県
し
い
た
け
共
進
会
1

五
月
一
ム
十
八
日
、
五
十
崎
町
で
開
催

さ
れ
た
第
四
十
六
回
安
続
出
町
し
い
た
け

共
進
会
の
席
上
、
増
田
勝
敏
さ
ん
、
楠

野
公
信
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
・
順
不
同
)

〔
農
林
水
産
大
臣
賞
〕

箱
物
の
部

増
間
勝
敏
一
色
旦
茂
・
こ
う
こ
)

ほ
だ
木
育
成
の
部

楠
野
一
公
じ
戸
川
(
穂
積
)

【
林
野
庁
長
官
賞
〕

箱
物
の
部

中
嶋
正
一
(
柴
・
こ
う
し
ん
)

特
選
物
の
部

上
満
武
友
(
山
市
-
ど
ん
こ
)

【
愛
嬢
県
知
事
賞
〕

箱
物
の
部

宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
、
こ

う
こ
)

波
辺
恭
一
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
、
ど
ん

増
川
成
虎
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)

山
下
利
治
(
柴
・
こ
う
こ
)

特
選
物
の
部

大
成
虫
旦
功
ヘ
ホ
ザ
戊
・
こ
う
し
ん
)

小
西
畏
幸
一
山
本
・
こ
う
こ
)

上
回
諭
(
豊
茂
・
ど
ん
=
こ

ほ
だ
末
育
成
の
部

村
上
一
世
(
櫛
民
一
)

〔
県
森
連
会
長
賞
〕

箱
物
の
部

受賞された皆さん

渡
辺
恭
一
(
豊
茂
・
こ
う
こ
)

増
田
吉
邦
(
註
茂
・
ど
ん
こ
)

村
上
一
憲
一
(
働
生
・
こ
う
こ
)

特
選
物
の
部

宇
都
宮
俊
英
(
県
茂
B

こ
う
し
ん
)

ほ
だ
木
育
成
の
部

松
田
章
志
(
曲
一
江
氏
一

山
下
利
治
(
柴
)

長
浜
サ
ン
一

7
tズ
が
優
勝

tJ
日
本
少
年
野
球
四
国
大
会
5

五
月
二
十
九
j
二一ド
l

け
、
晴
海
ふ
れ

あ
い
パ
ー
ク
で
、
第
ト
一
川
日
本
少
年

野
球
四
同
大
会
が
出
催
さ
れ
、
地
元
チ
ー

ム
「
長
近
い
サ
ン
デ
ー
ズ
」
が
見
事
、
参

加
七
チ
ー
ム
の

M
点
に
た
ら
ま
し
た
。優勝を勝ち取った球児たち

園
南
国
同
直
面
旦

H
H

出
海
小
学
校

H

あ
さ
が
お
の
つ
る
が
の
び
た
よ
う

れ

し

い

な

一

年

畑

中

泰

菓

子
ね
こ
た
ち
牛
一
ま
れ
た
ゆ
め
み
れ
ん

春
の
朝

441
鈴

木

愛

未

か
ま
き
り
が
大
人
に
な
っ
て
夏
、
ざ

か

り

一

一

一

年

山

西

将

寛

大
空
に
大
た
か
と
ん
で
王
に
な
る

四

年

橋

本

志

宏

雨
が
ふ
る
田
ん
ぼ
で
か
え
る
が
大

合

唱

五

年

平

見

康

祐

阿
蘇
高
原
あ
か
午
さ
が
す
川
崎
め
中

け
「

j

I

J

J

J

ド
i

I

L

一下

提
手
し
た
お
さ
る
の
子
の
ひ
ら
グ

ミ

み

た

い

六

年

上

野

将

平

イ
ル
カ
シ
ョ

l

ボ
l
ル
を
は
じ
き

大

拍

手

六

年

畑

山

進

之

輔

じ
口
野
ケ
男
知
恵
袋
い
っ
ぱ
い
の
遺

跡

か

な

六

年

鈴

木

彩

未

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
仲
間
と
乗
っ

て
思
い
出
づ
く
り

六

年

河

野

由

来

H

出
海
短
歌
会
リ

ゃ
う
や
く
に
住
む
人
決
る
ヤ
山
ひ
家
に

絶
え
て
久
仁
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昭和国年4月にスター卜したこのコーナーも、今月号で記念すべき250回を迎えるこ

とができました。そこで、第1回目に登場していただいた赤ちゃんの「今」をご紹介

します。

平成15年 7月10日生まれ ! 

ねい け気太 i 
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0お父さん、お母さんへの質問
A当時の記事を掘り返ってみた感想は7
大こんなころもあったのかと、懐かしく思い出されました。親バカでしょうか、「かわいい」の一

言です。

4邑膿さんに一言!

女子とともに感謝しています。子どものおかげで「親」に成長できました。これからもいっしょに成

長していきましょう。 之、協11議開献とうごE室、もも審む題。

ちゃん(白滝)

A将来の夢は 7

u世界平和!現実的には、将来、自分の
子どもにも私が見て来たきれいな景色や匂いとかを伝えたいです。

なっち

実長

第l回目を飾ったのは、昭

和57年2月生まれの井上亜哉

ちゃん(出海)でした。現在

亜哉さんは22歳の大人になり

ました。

傘現在lま何をされていますか7

古名古屋市の製薬会社に勤め

ています。

傘当時の(ご自分の)記事を

見た感想lま?

u指がお気に入りです。この時のことは覚えていませんが何か懐かしいで
す。また、丈中に「自然の美しさのわかる ~J とありますが、希望どおり

育ったな(笑)と思います。

間
間
同
一

主翼1

〈現在の亜哉さん〉

.0¥ 長右
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2004 7月15日--8月14日

車、しめJ汐ルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

有害コ.ミ収集日
大腸がん検診 白滝公民館 9:00-10:00 

16 金
(容器配布)
。 柴公民館 10:15-11:00 

1歳6カ月 ・3歳 保健センター 13:00-13・30
児健診

20 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

21 水
ぴん ・缶収集日
社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 

23 金
粗大ごみ収集日
人権相談所開設 {尉建センター 10:00-15:00 

27 火
胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 
不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

ベッ トボトル・発泡
28 水 スチロ ル収集日
胃が、ん検診 白滝公民館 7:00-9・00

30 金
乳がん・子宮がん

櫛生小学校 13:00-14:00 
検診

8/3 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

4 水 ぴん・缶収集日

6 金
古紙・紙パック収集日
乳児健診 イ尉建センター 13:00-13:30 

10 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

ペットボトル ・発泡
11 水 スチロール収集日
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 

13 金
燃やさないごみ収
集日

4月から長浜中学校に学校給食が実施された。県下でも、いや全

国でもおそい方の学校給食の実施であろう。

現在42歳になる長女が、小学生だったころPTA会員であった家

内が、役員さんたちといっしょに学校給食の実施を町教委に陳情し

て、実に三十有余年の月日が流れたのである。長い間の悲願がかな

い中学生だけとはいえ、 PTA会員にとっては大変な喜びであろう。

町教委が、学校給食反対の大きな柱として一貫して言い続けてき

たのは、「愛情弁当論」であった。母親の愛が、弁当という小さな

箱にいっぱい詰まっているというのである。

子どもの体調を考え、子どもの栄養を考え、子どものために趣向

をこらした弁当こそ、親と子の緋を強く結びつけるものであると。

一つの見識である。たかが弁当されど弁当であろう。

しかし、三十有余年たって社会があまりにも変化してしまった。

その一つは、働きに出る若い母親が増えたことである。働く母親

の負担を少しでも軽くし、働きやすい環境を町は整えるべきである

と。

また、弁当を作ってもらえない子どもは、いつもパンと牛乳で昼

食をすませている。他の市町村の子どもたちは、毎日栄養のある給

食を食べているのにあまりにも不公平で、あると。

なにはともあれ、西田町長の英断で中学校に給食が実施され、し

かも、センタ一方式よりも格段においしく食べること のできる白校

式の学校給食である。食べ盛りの中学生たちの、うれしそうな顔が

目に浮かんで、くる。

PTAの皆さんの長い間のご苦労に敬意を表し、今後とも子ども

たちのために益々のご活躍を祈る。

若芽萌え 給食の子ら声弾む (P女)
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人口・世帯数のうごき

5月末現 在 官官月との上ヒi絞

9，188人 14人減
人 口 (男 4，335人) (男12人減)

女 4，853人 女 2人減

世帯数 3，575世帯 士曽y成なし
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